@. FH@:RHEOFIEMEHFL VBATICEIHIE A it DT {RH BT 6E

R—=27 & T A ROFIHAREMENEWGFHO~QDT R TEMTIRO S 6, (4] (ZEE
e E BRI AEN D HMA S L —F, T2 FREN) . T=aF+5) 1ZBE#E#TH
0. BREHTICE S A AT 5 ORREEL Db 2 LB HNRD,

Z O IRER T IS BEEE U ke e EEHGEGR I X 0 KB ORI A A 5 [
KETFRATY ) RERBFIRE T2 2L BBZ6ND, bHAA, HRERITHOBHA A IZ O
T, A%, MPRERLOEEETICEWTRRE, MRS OB RIERCRIRIERE & OfiE%E %
{To7- ECRESNDHHFIHFEICH L S5F, BRIERKONL2 DO THL Z LICHE LR
TR B0,

ek, PEXRBARATYS) 1%, £EFO IRFHEICx L CHBIEEITL D =2 & T A RO
PR A EL) Zfile S22V, R—7 & T A ROFTERHEAABHETL Y EVWEATH
5~20 MRRETHIUIFIAFAREMIZSH 5 L SN TWD KEASHR) ZENbXREBZZ 5.

B [RE RFEEHEADORENLIBFIRAIKR

B 523%8F)1 RPERAAOREN LibFIAIKR
H LR A LA A b L I (R 5.18



H aY+FiR) REPBBEAZOREO LBFIAKR
O - AR IR B S A 4 b & Rk

3) N=U&FIRHEMERAFNZROMEER
PlEZESFE 2, RX—=0&TA4 RNARNE RATNHRE LT, [4#) RO ERKERITYS ) &
i U7z, WBRZ G RICKREIZBSICBW T — AR X T ( 2470, 2R L E A B 5,

B HRRAKORE (N - i) CEOLOBHRMICHT 3/5—-78& 71 FOBRARH
il ERERORMBE Y Y =X ~—r T (Y TORENOEZD T 2R B/ 8= TV KT A K

5-19



	5　 需要喚起方策等の検討
	5.1　 過年度調査の概要
	5.1.1　 平成24年度調査の概要
	5.1.2　 平成25年度調査の概要
	(1) 旅客（県民+観光客）の需要喚起方策
	1) 運賃施策の事例分析
	2) 鉄軌道とバス路線の結節のあり方の検討

	(2) その他の需要喚起方策
	○ 自動車利用適正化施策


	5.1.3　 平成26年度調査の概要
	(1) 鉄軌道のモデルルートとの結節のためのフィーダー交通について
	1) 鉄軌道のモデルケースとバスの連携の考え方
	2) フィーダー化に関するケーススタディの検討結果



	5.2　 平成27年度調査の検討結果
	5.2.1　 有効と見込まれる需要喚起方策の抽出
	(1) 需要喚起方策メニューの追加
	1) 平成25年度調査結果のレビュー
	2) 平成26年度の調査結果のレビュー
	3) 新たに追加する需要喚起方策メニュー

	(2) 需要喚起方策の対象の設定
	1) 需要喚起方策の対象の設定
	①． 平成24年度の調査結果のレビュー
	②． 平成25年度の調査結果のレビュー
	③． 平成26年度の調査結果のレビュー
	④． 需要喚起方策の対象の設定結果


	(3) 先行事例における効果把握
	1) 過年度調査における需要喚起方策の効果把握
	2) 需要喚起方策の先行事例

	(4) 有効と見込まれる需要喚起方策の抽出

	5.2.2　 パーク＆ライドに関する検討（ケーススタディ）
	(1) 検討対象駅の抽出
	1) 利用可能性や実現可能性が高い条件の整理
	①． 条件①：那覇市中心部に対して自動車直行よりパーク＆ライドの所要時間が短い
	②． 条件②：幹線道路と駅が近接
	③． 条件③：パーク＆ライドの利用可能性が高いエリアの人口が多い
	④． 条件④：駅付近の利便性が高い場所に駐車場用地の確保が可能

	2) 有効と見込まれるエリア・駅の抽出
	①． 条件①：那覇市中心部に対して自動車直行よりパーク＆ライドの所要時間が短い
	②． 条件②：幹線道路と駅が近接
	③． 条件③：パーク＆ライドの利用可能性が高いエリアの人口が多い
	④． 条件④：駅付近の利便性が高い場所に駐車場用地の確保が可能

	3) パーク＆ライドが有効と見込まれる駅の抽出結果

	(2) 効果と課題の整理
	1) 効果の計測
	①． 効果計測のための需要予測モデルの適用方法
	②． パーク＆ライドによる需要喚起効果

	2) パーク＆ライドを実施する上で想定される課題
	課題①：駅周辺の土地及び駐車場建設費用の確保
	課題②：駐車場の維持管理費の確保
	課題③：パーク＆ライドとフィーダーバス路線との適切な役割分担



	5.2.3　 まちづくり方策に関する事例整理
	(1) 沖縄都市モノレール沿線のまちづくりの状況
	1) 事業概要
	2) 事業による効果
	①． 人口増加率の推移
	②． 新築建物の立地状況
	③． 沿線の土地利用の変化


	(2) 先行事例の整理
	1) 事例整理の考え方
	2) 類型別の事例整理
	3) 先行事例において導入されている主な施設
	①． 駅周辺施設
	②． 交通結節関連施設



	5.2.4　 平成27年度調査のまとめ



